
北海道立道民活動センターの指定管理者の候補者の選定について

１ 公の施設の概要 名 称 北海道立道民活動センター 担当課（室）
所 在 地 札幌市中央区北２条西７丁目１
設置目的 総務部イノベーシ ョン推進局財産課
道民自らの創意や活力が生かされる地域づく （企画調整係）

りに必要な社会福祉活動、生涯学習活動、女性 直通：011-204-5055
活動、アイヌ文化活動等の組織的な活動の促進 代表：011-231-4111（内線22-412）
及び道民が行う学習、研修、交流等の機会の充
実を図る。

２ 申請期間 令和６年７月19日（金）～ 令和６年９月18日（水） （２ヶ月間）

公 申 指定期間（予定） 令和７年４月１日～令和12年3月31日 （５年間）
募 請
概 条 業務の範囲 （１ ） 事業に関する業務
要 件 ア 本センターの施設及び設備を一般の利用に供する業務

イ 社会福祉活動、生涯学習活動、女性活動、アイヌ文化活動等の組織的な活
動に関し必要な支援を行う業務

（２ ） 施設等の運営に関する業務
ア 本センターの施設等の利用の承認に関する業務
イ 本センターの利用料金の設定、収受等に関する業務

（３ ） 施設等の維持管理に関する業務
ア 本センターの施設等の維持管理及び修繕に関する業務
イ 道民活動センタービルの清掃、警備、空調衛生、電気などの管理に関する

業務
ウ 道民活動センタービルに入居する団体等の別に定める管理に関する業務

（４ ） 道民活動センタービルに入居する団体等との連絡調整業務

利用料金制度 導入済（平成16年度）

負担金限度額 13億4,007万5,000円

審査基準等 別添「北海道立道民活動センター指定管理者候補者決定基準」のとおり

３ 申請結果 申請者数 １団体

４ 名 称 北海道立道民活動センター指定管理者候補者選定委員会（事務局：総務部財産課）

選 運営要領 別添「北海道立道民活動センター指定管理者候補者選定委員会運営要領」のとおり
定
委 委 員 区分 氏 名 所 属 備考
員
会 委 員 長 吉 岡 亜希子 北海道文教大学人間科学部 教授 学識経験者

副委員長 橋 本 伸 也 北海道社会福祉協議会 理事 学識経験者
委 員 對 馬 一 修 公益財団法人アイヌ民族文化財団 副理事長 学識経験者
委 員 榎 本 郁 子 北海道女性団体連絡協議会 理事 学識経験者
委 員 中 原 圭 祐 公認会計士 学識経験者

開 区 分 開催日時・場所 議 事 出席率

催 第１回委員会 令和６年７月16日（火） 申請資格、選定基準等について 100%
札幌市 道民活動センター

状
第２回委員会 令和６年９月26日（木） 申請者からの ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ及び ﾋｱﾘﾝｸ ﾞの実施申 100%

況 札幌市 道民活動センター 請資格等（形式的要件）審査、必須項目審査、加
点項目審査の実施、指定管理者候補者の決定

審査の経過 令和６年７月16日開催の第１回選定委員会において、申請資格及び選定の基準等に
ついて検討を行った。
令和６年７月 19日から公募を開始し、締切りまでに１団体から申請があり、事務局に

おいて申請資格（形式的要件）等に係る事前審査を行った。
令和６年９月26日開催の第２回選定委員会において、各委員に申請書類等の副本を

配付し、申請者のプレゼンテーション及びヒアリングを行い、引き続き必須項目審査及び
加点項目審査を実施した。
その結果、委員会の総意により指定管理者候補者を決定し、令和６年９月30日、審査

の経過及び結果について道に報告した。

採点結果 別記のとおり

審査の結果 「一般財団法人 道民活動振興センター」を指定管理者の候補者として決定

選定理由 申請者である 「一般財団法人 道民活動振興センター 」は、申請資格等審査及び必
須項目審査に適合しており、続いて行った加点項目審査の結果を踏まえ、最適な指定管
理者候補者として選定した。

学識経験者委員の ・これまでの実績や経験などを踏まえ、引き続き、レベルの高い管理運営が期待できる。
主な意見 ・これまで取り組んできた高齢者や障がい者、子ども連れの利用者などへのソフト面での
（又は総評） 配慮について、より積極的に発信し、ホスピタィティの面で道内の同様の施設の手本に

なることを期待する。
・CO2の削減など環境面の取組みが素晴らしい。

※本書は、選定委員会における審議経過を示したものであり、最終的には、北海道議会の議決後、正式に指定管
理者を指定する予定です。


